
TONE HAMMER

取扱説明書

A) トップパネル・コントロール

GAIN　：入力信号の感度を調整します。
BASS ：低域のブースト、カットを調整します。（+/- 18dB  @ 40Hz）
MID ：中域のブースト、カットを調整します。（+/- 17 dB  @ 180 Hz to 1 kHz）
MID FREQ ：中域の周波数帯域を選ぶコントロールです。（180Hz　～ 1kHz）
TREBLE ：+ / - 18 dB @ 4 kHz
MASTER ：出力レベルを調整します。
ENGAGE ：ON/BYPASSを切り替えます。青い LEDが点灯しているときが ONです。
AGS ：AGS 機能の ON/BYPASS を切り替えます。オレンジの LED が点灯している
ときが ONになります。

AGS (ADAPTIVE GAIN SHAPING)とは

AGS 機能とは AGUILAR 独自の回路でゲインおよび EQ の構成をゲイン・ノブの設
定位置に対応して理想的なビンテージ・サウンドに満ち溢れたブーストを加えます。
ゲイン・ノブの設定が低ければ低いほど適応する EQ はフラットなものになります。
ゲイン・ノブの設定が高ければ高いほど音の立つメリハリの効いた EQセッティング
となり、ベースは引き締まり、高域は滑らかになります。

AGS はバリエーションに富んだ連続的なブーストをゲインの設定に対応してもたら
します。ゲインが高く設定されていればいるほど強いブーストを得ることができま
す。

AGS は MID FREQ 及び MID 回路を含んだ回路構成になっています。これにより
MID FREQ、MID をコントロールすることにより、簡単に多彩な音色を引き出すこ
とができます。

GAINの設定が 7時から 11時の位置の場合：
12dBのブーストと暖かく同時にきらびやかなヴィンテージ EQが効きます。

GAINの設定が 11時から 1時の位置の場合：
15dBのブーストと引き締まった低域が特徴的です。

GAINの設定が 1時から最大の場合：
16dB のブーストと豊かなヴィンテージ・サチュレーションをもたらします。低域は
更に軽くなっていきます。

B) サイド・パネル

IN ：入力 端子（1/4” 標準フォーン端子 1 megΩ）
DC IN ：電源アダプター入力端子です。必ず別売の専用電源アダプター（AGUILAR 
AC ADAPTOR TH本体価格￥5,000をご使用ください。）
PRE/POST ：D.I. 出力をプリまたはポスト EQから選ぶことができます。
PRE ：D.I. XLRからの信号は GAIN、AGS、EQを通らずに出力されます。
POST ：D.I. XLRからの信号はGAIN、AGS、EQ、MASTERを通った後に出力されます。
XLR ：バランス出力（8V RMS）
GND/LIFT ：グランド・リフト・スイッチ
OUT ：出力（1/4” 標準フォーン端子、最大出力 4V RMS）

C) スペック

1/4” 標準フォーン・端子出力：4VRMS
XLR端子出力：8V RMS
　標準フォーン端子ノイズ ：-95dbU, “A” Weighted
XLR端子ノイズ： -98dBu, “A” weighted
消費電力：7mA

電源について：
電池 18V,　9V 006P電池を 2つまたは、ファンタム電源、または専用電源アダプター
を使用することができます。（AGUILAR AC ADAPTOR TH　本体価格￥5,000）
（18-20V 0.3A、2.1mm プラグ、 センターマイナス）


